
■ナウマンの眼■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 266号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：現場訪問・再開します！ 

 

これまで自宅作業を徹底し、現場訪問は自粛してきましたが、今週から現場訪問再開したいと思います。 

今週は金曜日の夕方から、世田谷方面で 2か所の農地を視察予定です。 

土曜日は、笑恵館で活動しますので、それ以外ならいつでもお誘い大歓迎です。 

基本的に、スーパーカブでお邪魔しますので、時間も気にせず動けます。 

特に【土地資源の永続活用】に関する「面白いご提案」を多数用意しています。 

※土地資源とは、売却したくない建物、畑、山林などを含む土地のこと。 

 

それではご連絡お待ちしています！！ 

 

2. ブログから：ナウマンの眼 

 

いきなりですが、フォッサマグナってご存知ですか？ 

Wikiによると 

「フォッサマグナ（羅: Fossa magna、意味：大きな溝）は、日本の主要な地溝帯の一つで、地質学においては

東北日本と西南日本の境目となる地帯。中央地溝帯（ちゅうおうちこうたい）、大地溝帯（だいちこうたい）とも

呼ばれる。端的に言えば、古い地層でできた本州の中央を U字型の溝が南北に走り、その溝に新しい地層が溜ま

っている地域である。」 

となってますが、皆さん聞いたことぐらいあると思います。 

先日僕は、久しぶりに車に乗って長野県松本市まで行ったのですが、その帰り道に八ヶ岳の前を通過しながら「フ

ォッサマグナ」を思い出しました。 

今日は、そのエピソードをお話しします。 



・ 

フォッサマグナのことを、僕がきちんと知ったのは、数年前糸魚川に行ったとき、たまたま「フォッサマグナミ

ュージアム」に通りかかったので、立ち寄ったのがきっかけです。 

僕はてっきり日本列島を縦断する「巨大な断層」みたいなものをイメージしていたんですが、それが絵のような

巨大な溝だったのを知り、ホントに驚きました。 

でもさらに驚いたのは、その発見者が「ナウマン博士」というドイツの地質学者で、明治 8 年 20 歳の時に明治

政府に招かれて、9年間日本に滞在した人でした。 

この間なんと、日本中を 1万キロ以上歩いて調査し、沿岸部中心だった伊能忠敬の測量図に内陸部分の情報を加

え、日本の地質学の基礎を築いたとのこと。 

その途中で立ち寄った野尻湖で、ゾウの化石を発見したので、彼の名にちなみ「ナウマンゾウ」と名付けられた

そうですから、ほんとにすごい人でした。 

・ 

さて、僕がぶったまげたのはこれからお話しするエピソードです。 

ちょうどナウマンが来日した時に浅間山が噴火しました。 

ドイツには活火山が無いので、多くの外国人たちとともにナウマンは浅間山噴火を見に行きました。 

その帰りは、来た道を戻らず長野県野辺山を越え、平沢に到着した頃日はすでに暮れていました。 

平沢の宿で一泊した翌日は快晴で、「さあ、出発だ」と外に出たとき、目の前の風景に驚愕しました。 

遠く南の雲海に富士山がぽっかりと浮かび、西側の切り立った山々の麓は平坦な平野となっています。 

この非常に奇妙な地形を見たナウマンは。これをフォッサマグナ（ラテン語でフォッサは溝、マグナは大きいと

いう意味）と名付けたそうです。 

・ 

こうして本州を南北に切り裂くように走る、この日本独自の地形の存在をナウマン博士が予言・発表し、その成

因の謎に関する論争は今でも続いているそうです。 

でもここで驚くべきことは、これが 9年に及ぶ調査研究の末にたどり着いた学説でなく、来日早々火山見物に行

った帰り道に見た景色から着想したということです。 

ダイナミックな浅間山の噴火や、奇妙な地形への気づきこそが、その後の驚くべき調査研究にナウマンを突き動

かしたのかもしれません。 

僕は、松本から東京に向かう中央高速を運転しながら、左に八ヶ岳、右に南アルプスの断崖、そして正面にみえ

る美しい富士山を見ながら、ナウマンの見た景色を思い出しました。 

・ 

誰もが見ている景色なのに、それを見て、深さ 6000ｍの溝があることをイメージする「ナウマンの眼」を、僕は

欲しいと思います。 

面白いことに気づいたら、そこから面白い世界を描き、その実現にチャレンジする。 

僕は素朴に、そうしたいと思いました。 

 

http://nanoni.co.jp/20200531/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

しばらく交流は自粛しますが、どこでも駆け付け２ｍ離れて話します。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 



○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）06/01 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（火）06/02 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（水）06/03 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（木）06/04 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（金）06/05 ■◎作業日 10-15時（自宅） 

   16-18時 喜多見 PJT（世田谷） 

   18-20時 千歳台 PJT（世田谷） 

（土）06/06 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 12-17時 ■〇地主の学校_09・まつむら塾（リモート） 

（日）06/07 ■◎休業日 10-18時（自宅） 

 

■その後の予定 

06/11 16-17時 ■★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/11 17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/12 19-21時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

06/13 10-17時 ■○地主の学校_10・まつむら塾（笑恵館） 

06/18 10-20時 ■★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/20 10-17時 ■○地主の学校_01・まつむら塾（笑恵館） 

06/25 17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/27 10-12時 ■○地主の学校_02・まつむら塾（笑恵館） 

06/28 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ５月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 



職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


